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古道を巡る沢旅                            

 

 飯豊前衛  塩ノ道（米沢街道）と長津川 

 
                            福永 他 
 

【日時】 2011 年 9 月 23 日(金)～25 日(日) 
【メンバー】鈴木(L)、古野、吉岡、福永 
  

塩の道に行きませんか？とお誘いをうけ、山形

側から新潟側に抜け周遊してきた。 

 

9/23 曇時々晴れ 
 

 小国町から三面に抜ける途中、荒沢集落の入

口に塩の道の案内板がある。車はさらに 1km

くらい先の林道脇にとめることができる。右手

にはワラビ畑が広がっている。樋の沢にかかる鋼材でできた

橋を渡り塩の道がはじまる。足元には栃の実が沢山おちてい

た。 
 道は草に覆われ不明瞭なところもあるが、入口の案内板に

あった、十七曲り、熊坂、大栃ノ木はどこだろうと古に思い

を馳せながらゆっくりと進んだ。大きな木や目立つ木には切

りつけがあり、昭和 20～30年代のもの、名前と共にクマト

リ(熊捕り)と書かれたものなどさまざまだ。今日は樋ノ峠と

大峠を越える予定だったが、道を失っては探し、右往左往し

ながらそれでも皆の力でまた道を見つけの繰り返しで時間

は過ぎていった。特に朽ち果てた大きな老木の辺りで道を失

った時は吉岡さんが東側に道を見いだしてくれた。あの老木

がもしかしたら大栃ノ木だったのかもしれない。 
 沢を何度か横切り大峠への登りが始まる。それにしても狭

い片斜面で、今は草に覆われ不明瞭な踏みあとも、かつては

牛が通れる幅だったのだろうか。 

 大峠には午後 3時についた。看板も何もないがテントくら

いは張れそうだ。綱木川へ下る予定を変更し、今夜はここに

泊まらせて貰った。 

 

9/24 曇一時雨のち晴れ 

 
 今日は綱木川を諦めて塩ノ道をそのまま辿り、長津川から田代沢に入ることになった。
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朝 6時、気持ち良い空気を吸い込み左手に

烏帽子岩を見ながら進むと、『塩の道』『大

峠』と道標のある場所に出た。ということ

は昨晩、泊まったところは大峠ではなかっ

たのか。 
 本物の大峠は、ブナの森に囲まれた小さ

い広場のような場所だった。新潟側に入る

と道は広く歩きやすくなり、2時間も歩く

と林道にでた。草が刈られ、ここまでは車

が入れるようだ。西を向き、塩の道の出発点『小揚』はどのあたりだろうと目をやると、

遠くに海が霞んで見えた。塩の道が日本海につながり皆から歓声があがった。 

 林道を下らず奥に進むとすぐに終点になる。ここから北に

標高差 300m程で長津川に降りられるがとても急斜面だ。木

を掴みながらわずかに膨らむ尾根を下る。長津川の河原が目

に入り気が緩んだのか。掴んでいた手から枝が滑り抜けた。 
 あっという間に斜面を 10mくらい転がり落ちた。幸いなこ

とに打撲で済んだが油断があったのだろう。大反省。沈んだ

気持ちに追い打ちをかけるように雨が降ってきた。今日は田

代沢に入る予定。イワナが居そうな淵を見つけても、小雨が

降るなかのんびり釣りという気持ちにもなれず、穏やかな渓

相だが足早に進む。 

 幕場最適地に到着する頃、太陽が戻ってきた。

さあ釣りに行きましょうと古野さん、鈴木さんと

私。小さな流れでも魚影はある。私のルアーを追

ってきた大物（？）もいたが、全く釣れる気配な

く逃げられてしまった。鈴木さんと古野さんは数

匹釣り上げた。今夜は広い河原。十分な手作りツ

マミとお酒。盛大な焚き火を心ゆくまで堪能した。 

 

9/25 晴れ 

 
 今日は最終日。田代沢をつめて塩の道に戻り、帰

宅しなければいけない。気合いをいれて 4時起床。

田代沢は相変わらず穏やかで、心はいつまでも平穏

であった。塩の道に戻りまもなく初日に歩いた景色

と出会う。古野さんが十七曲りを数えてみたら二十

曲りくらいあった。花びら占いのように葉っぱを一枚一枚落としながら数える姿は、子

供の頃を思い出し、郷愁を抱きながら帰途についた。 

 

■ メンバーの感想 
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・山行前に『塩の道』の資料を探すも、今回のルートに関する資料は見つけられず、だ

が、それが一層今回のルートへの好奇心を強くした。 

 古道というものが、どの程度現地に残っているのかイメージが無かったが、大峠を挟

み米沢側では何回も道を見失う状態だった。塩の道が記載されている古地図と合わない

箇所もあり、同じ道を何回か行き来し道を探したりと、いつもの沢登りではやらない行

動が頻発し、新鮮に感じられた。見失った道を見つけた時の嬉しさと、それをメンバー

から誉められた時の達成感も気持ちがいい！ 

 2日目は新潟側の塩の道入口まで歩いたが、新潟側は道がはっきり残っており、それ

なりに人が入っている気配が感じられ歩きやすかったが、道を探す楽しみが無くなって

しまったのは残念だった。 

 沢に降り、ハイカ―から沢屋の格好となり遡行開始。大きな浮き石にウッカリ足を載

せてしまい、２回もずぶ濡れになるも鈴木さんは笑うばかり…。９月下旬の水はすっか

り冷たく、しばらく止まっていると体が震えだした。身体に痣が出来るのは嫌いでは無

く、大きな痣を見る事は好きなので、勲章を貰ったと受け止めた。長津川～田代沢には

難しい滝が無く、攻撃的な気持ちにならず、のんびりと沢とブナ林を楽しめる事が出来

た。3日目しかスッキリ晴れなかったが、古道で歴史を感じ、また綺麗な沢を楽しめ、

非常に充実した山行だった。（吉岡） 

 
・「塩ノ道」と聞いた時は上杉謙信の塩ノ道が頭をよぎった。 

 米沢街道と聞いても場所が分からず、全体がつかめたのは山行出発の少し前だった。

高桑御大の本を中古で買って読んだ。笹川流れの塩を内陸の米沢に持ち込むというルー

トなのだ。 

 廃道のような道を探すのは大好きである。かすかな踏み跡がはっきりした道に変わる

のを見るのは醍醐味である。時間を越えて昔の人の気配を感じてしまう。またゲーム性

もある。そんな古道を辿り、ゆったりとした沢溯行を楽しむのは以前提唱した「ハイキ

ング沢登り」の第二弾として認定したい。 

 こんな企画を考えたリーダーに感服すると共に、次は課題である仙北街道を歩いてみ

たいものである。ね、鈴木さん。（古野） 

 

・今では必要とされていない越後と米沢を結

ぶ峠越の道は塩の道だった。地形図にも載っ

ていないこのルートに、山旅派の心は鷲掴み

にされた。 

 塩の道の資料を少しでもと思いいろいろ探

していたら、高桑信一さんの「古道巡礼」に

載っていると福永さんから連絡が入った。失

礼しました、付箋を付けていながら読んでい

ませんでした。でも、さすが高桑さんと再認

識。 
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 気分は盛り上がり、いざ塩の道へ。荒沢集落で、塩の道のルート看板を見ただけでメ

ンバーの気持ちは一気に盛り上がる。車に戻ると「いい日旅立ち」の曲が流れる出来す

ぎの状況に。 

 米沢側では時折道を見失った。思いの外時間がかかり、一日目は予定外の峠付近に泊

まることに。これはこれで楽しい。ここまでは藪山好き藪山好き藪山好き藪山好き向き。看板らしいものはほとん

ど無く、あってもなにが書いてあるのか読み取れなかった。 

 大峠にはしっかりした看板が。越後側の道はしっかりしていて、多くの峠越えの道が

そうであるように、片方しか道はよくないのは同じだった。かつては牛に乗せて荷を運

んだようだが、今米沢側は無理だろう。気持ちのいいブナ森を進むと、林道に出会う。

下らずに終点まで行ってみた。細い尾根を拾って長津川に下りる。沢状のところは急で、

掴むものがないように見えた。ゆったり旅派は、林道を下り長津川に入ったほうが無難

だろう。 

 長津川の両岸は立っているが難所はない。田代沢に入ると、大木の中に快適な空間が

広がる。流れは平瀬が延々と続き、いたる所が幕営適地。沢旅派の別天地沢旅派の別天地沢旅派の別天地沢旅派の別天地と言っても過

言ではない。快適な焚き火の夜を過ごし、最後の日はそのまま沢を詰めて、再び米沢側

の塩の道へ。 

 一部往路を見失いながらも、快晴の中見事なブナ森や、栃の大木からもれる 

日差しも楽しながら荒沢へ。ブナにきざまれた鉈目や切り込みは、納得出来るものから、

単なる好奇心できざんだものまでやや気になるが、歴史と沢旅も楽しむ山旅歴史と沢旅も楽しむ山旅歴史と沢旅も楽しむ山旅歴史と沢旅も楽しむ山旅を、満足し

て終えることが出来た。（鈴木） 

 

【行程】9/23 荒沢先車止め（9:40）～樋ノ峠（11:15/30）～699m 鞍部 BP(15:00) 

9/24 BP(6:30)～大峠(7:10/25)～林道(8:20/40)〜長津川入渓（9:30）〜C390mBP(12:30) 

9/25 BP(6:15)〜塩ノ道(8:20)〜樋ノ峠（9:40）〜車止め（11:40） 

【地図】三面、舟渡 
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